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営業外収益、特別損益の計上及び 

通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

当社は、2023 年３月期において、下記のとおり営業外収益、特別利益、ならびに特別損失を計上いたし

ましたので、その概要をお知らせいたしますとともに、2022年５月 13日に公表しました 2023年３月期通

期連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 営業外収益（貯蔵品売却益）の内容および金額について 

2023年３月期第４四半期会計期間（2023年１月１日から 2023年３月 31日）に連結子会社において貯

蔵品売却益 226 百万円を計上いたしました。これは主に自社開発商品用の素材として保有しておりまし

た金素材を、この先の使用見込みが減ったため売却処分を行い、売却益が生じたものです。 

なお、これにより2023年３月期連結会計年度（2022年４月１日～2023年３月31日）において、貯蔵

品売却益235百万円を計上いたしました。 

 

２． 特別利益（金地金売却益）の内容および金額について 

当社の投資その他の資産として保有しておりました金地金につきまして、昨今の金価格の推移を鑑み一

部を売却し、売却益211百万円を計上いたしました。 

 

３．  特別損失（減損損失）の内容および金額について 

当社および一部の連結子会社における店舗等の固定資産について、「固定資産の減損に係る会計基準」

に基づき将来の回収可能性を検討した結果、収益性の低下がみられた店舗について帳簿価額を回収可能

額まで減額し、減損損失として434百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

 

 

 

 



４．業績予想値と実績値との差異 

2023年３月期通期連結業績予想数値との差異（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 

 

業績予想値と差異が生じた理由 

2023 年３月期の通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症による影響が、どこまで

続くのか見えない中ではありましたが、少しずつ回復の兆しが現れると見込んだ予想値を公表しておりま

した。その中で売上高、営業利益は予想通り回復し概ね想定内で着地、経常利益につきましては先に述べま

した貯蔵品売却益が営業外収益に計上されたこと等により予想を上回り、親会社株主に帰属する当期純利

益も金地金売却益が特別利益に計上されたこと等により、予想を大きく上回った結果となりました。 

 

 

以 上 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主
に帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 46,750 740 1,100 380 7.50

実　　  　績（Ｂ） 47,400 732 1,206 501 9.88

増 減 額（Ｂ－Ａ） 650 △ 7 106 120

増  減  率  （％） 1.4 △ 1.0 9.6 31.7

(ご参考)前期連結実績
(2022年３月期)

44,092 △ 500 175 △ 1,108 △ 21.82


